
［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必要な場合に治
療費や休業補償給付などを行う保険。［雇用保険］従業員が仕事を辞めなければならな
くなったときに、次の就職先が決まるまでの生活保障。［代行委託のメリット］❶面倒
な事務手続きを任せることで、事業に専念できる。 ❷労働保険料分納可能（年3
回）❸家族専従者も労災保険に加入可能（特別加入）

労働保険の
メンテナンス
代行します 京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287お問い合わせ

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、この事務処理を代行します。

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料
率や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287

お
洒
落
な
抹
茶
カ
フ
ェ
？

否
、
茶
の
道
へ
の
入
口
で
す

日
曜
日
に
返
っ
て
き
た
時
代
祭

こ
こ
10
年
で
最
多
の
人
出

詐欺まがいの求人広告にご注意！
掲載は事前に充分、確認を

MATCHA GARDEN（まっちゃがーでん）
京都市東山区星野町八坂塔ノ下87　☎075（286）4420
11:00～18:00／不定休

2020年4月に八坂通にオープンした「茶道を基本とした抹茶専門店」。お茶文化
が高いと言われる京都に、長野県松本市からのエントリーで、観光客に大人気と
なっている。2Fには茶室もあり、予約制で本格茶の湯が体験できるメニューも準
備中。店内のアンティーク器の価格は3000円ぐらいから5万円台で購入できる

　

店
内
に
は
九
谷
や
有

田
、萩
、も
ち
ろ
ん
京
焼
・

清
水
焼
き
の
器
の
数
々
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
含
め
る

と
３
０
０
脚
ほ
ど
。
他

に
茶
筅
な
ど
も
、
実
際

に
使
う
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

と
し
て
販
売
も
し
て
い

　

去
る
令
和
５
年
10
月
22
日
（
日
）、

今
年
も
時
代
祭
が
行
わ
れ
た
。
３
月

に
マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人
の
判
断
と
な

り
、
ま
た
５
月
に
感
染
症
法
上
の
分

類
が
５
類
と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
コ
ロ

ナ
禍
後
、
旧
来
の
状
態
に
戻
っ
た
と

い
う
意
味
で
は
初
め
て
の
時
代
祭
だ
。

　

今
年
は
22
日
が
日
曜
日
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
京
都
府
警
に
よ
る
と

人
出
は
過
去
10
年
で
最
多
と
な
る
６

万
８
千
人
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

明
治
維
新
時
代
の
維
新
勤
王
隊
列

か
ら
延
暦
時
代
ま
で
、
各
時
代
の
装

束
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
は
正
午
に

京
都
御
苑
の
健

礼
門
前
を
進

発
、
京
都
市
各

地
域
で
構
成
す

る
11
社
の
平
安

講
社
を
含
め
、

20
の
列
を
成
し
、

平
安
神
宮
ま
で

の
お
よ
そ
４
㎞

あ
ま
り
を
巡
行
し
た
。
文
化
庁
の
京

都
移
転
に
伴
い
、
都
倉
俊
一
文
化
庁

長
官
も
参
加
し
て
い
る
。

　

進
発
に
先
だ
ち
、
午
前
９
時
45
分

頃
に
神
饌
講
社
列
が
堺
町
御
門
か
ら

京
都
御
苑
に
入
り
、
騎
馬
に
白
礼
装

の
御
饌
長
、
副
御
饌
長
ら
が
午
前
10

時
50
分
頃
に
は
健
礼
門
前
の
御
鳳
輦

（
ご
ほ
う
れ
ん
・
祭
神
の
乗
る
御
輿
）

に
神
饌
を
奉
り
、
大
役
を
果
た
し
た

（
関
連
記
事
三
面
）。

る
。
祖
母
も
夫
も
茶
道

の
先
生
、
父
は
古
美
術

商
と
い
う
店
主
の
石
塚

詠
奈
さ
ん
が
出
自
や
環

境
を
生
か
し
て
、
広
く

茶
道
を
広
め
た
い
と
い

う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

　
「
特
に
海
外
か
ら
の
観

光
の
方
。
そ
の
多
く
は
、

一
生
に
一
度
の
京
都
観

光
だ
と
思
う
ん
で
す
。

大
事
な
旅
で
す
。
そ
の

旅
先
で
本
物
を
知
っ
て

帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
石
塚
さ
ん
。
ま
さ
に

一
期
一
会
、
茶
事
の
理

だ
。
も
ち
ろ
ん
、
中
身

が
器
負
け
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
抹
茶
は

色
が
付
い
て
い
れ
ば
よ

し
、
と
い
う
時
代
で
も

な
い
し
、
茶
の
道
を
歩

む
者
と
し
て
、
よ
り
自

身
が
信
じ
る
本
物
を
提

供
し
た
い
。
そ
ん
な
思

い
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

抹
茶
メ
ニ
ュ
ー
の
メ

イ
ン
は
４
〜
５
種
の

ベ
ー
ス
に
20
種
を
越
え

る
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
組
み

合
わ
せ
る
抹
茶
ラ
テ
な

ど
。「
い
ろ
ん
な
種
類
を

試
し
て
、
風
味
は
あ
っ

て
も
ミ
ル
ク
と
合
わ
せ

る
と…

と
い
う
場
合
も

あ
り
ま
す
し
、角
が
あ
っ

た
り
苦
み
が
あ
っ
た
り
。

で
も
そ
れ
も
大
事
な
の

で
、
そ
の
角
の
角
度
を

合
わ
せ
て
い
く
と
い
う

感
じ
で
し
ょ
う
か
」。

　

界
隈
に
は
臨
済
宗
の

名
刹
も
多
く
、
京
都
に

は
抹
茶
を
提
供
す
る
寺

院
も
多
い
が
、
そ
の
前

に
観
光
客
の
方
々
に
は

同
店
で
一
服
を
お
勧
め

し
た
い
。
茶
道
を
嗜
む

組
合
員
各
位
に
も
、
何

ら
か
の
気
付
き
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん

な
店
だ
。

「
抹
茶
セ
ッ
ト
」９
９
０
円
。自
分
で
点
て
る
場
合
は
御
指
南
付
で
１
１
９
０
円
。ト
ッ
ピ
ン
グ
で
楽
し
む
抹
茶
ラ
テ
や
抹
茶
パ
フ
ェ
な
ど
、カ
フ
ェ

テ
イ
ス
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
も
多
い
。
夏
は
か
き
氷
が
大
人
気

黒
蜜
、
粒
餡
、
き
な
粉
で
い
た
だ
く「
抹
茶
生
わ
ら
び
餅 

抹
茶
付
」１

８
９
０
円
（
単
品
１
４
４
０
円
）
は
、
ラ
ン
チ
に
し
て
も
良
い
よ
う
な

ボ
リ
ュ
ー
ム

　

厚
生
労
働
省
な
ど
か

ら
求
人
広
告
掲
載
時
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

注
意
喚
起
が
届
い
て
い

る
。

　

電
話
で
求
人
広
告
の

無
料
掲
載
の
案
内
を
受

け
、
申
請
書
が
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
届
き
契
約
。
申

請
書
の
下
に
「
○
○
日

経
過
後
は
有
料
掲
載
へ

移
行
す
る
」
と
小
さ
く

記
載
さ
れ
て
い
た
が
、

電
話
で
は
有
料
掲
載
の

話
も
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
記
載
内
容
に
気
が

つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の

結
果
、
無
料
掲
載
期
間

経
過
後
に
自
動
で
有
料

掲
載
に
移
行
し
、
多
額

の
広
告
料
金
を
請
求
さ

れ
た
、
と
い
う
相
談
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　

申
請
書
に
記
載
が

あ
っ
た
以
上
、
こ
の
場

合
は
広
告
料
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
違
法
で
は

な
い
の
だ
が
、
特
に
飲

食
業
で
は
深
刻
な
人
手

不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
つ
け
込

ん
だ
悪
意
を
感
じ
な
く

も
な
い
し
、
同
様
の
事

案
が
多
く
発
生
し
て
い

る
と
い
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
求

人
広
告
（
に
限
ら
な
い

が
）
を
自
社
・
自
店
で

は
な
く
求
人
会
社
等
に

依
頼
す
る
場
合
は
、
事

前
に
広
告
料
金
や
掲
載

期
間
、
無
料
掲
載
期
間

が
あ
る
場
合
は
そ
の
期

間
、
無
料
掲
載
終
了
後

の
料
金
、
ま
た
解
約
方

法
等
を
充
分
確
認
し
た

上
で
契
約
を
。

　

平
成
14
年
か
ら
平
成

28
年
ま
で
、
京
都
府
料

理
飲
食
業
組
合
連
合
会

の
第
20
代
会
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
宮
北
昭
夫

氏
が
、
去
る
令
和
５
年

10
月
７
日
、
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
86
歳
。

　

宮
北
氏
は
他
に
も
京

都
府
中
華
料
理
生
活
衛

生
同
業
組
合
理
事
長
、

京
都
料
理
飲
食
業
国
民

健
康
保
険
組
合
理
事
長
、

京
都
府
料
理
飲
食
業
福

祉
厚
生
事
業
協
会
理
事

長
な
ど
、
数
々
の
要
職

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【 

訃
　
報 

】

無料
求人広告

取り扱い
やってます

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２３年（令和５年）１１月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６３号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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全
国
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

令
和
５
年
度 
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
開
催

　

去
る
令
和
５
年
10
月

４
日
（
水
）、
兵
庫
県
の

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
全
飲
連
の
関
西

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。
当
組
合
か

ら
は
牧
野
順
二
理
事
長

ほ
か
５
名
の
副
理
事
長

が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
ブ
ロ
ッ
ク

提
案
事
項
に
つ
い
て
の

発
表
、
全
飲
連
関
係
事

項
の
審
議
、
報
告
が
行

わ
れ
た
。

　

委
員
会
終
了
後
に
は

懇
親
会
が
同
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
、
多
く
の

出
席
者
が
親
睦
を
深
め

合
っ
た
。
議
題
は
次
の

通
り
。

東
山
料
理
飲
食
業
組
合

新
社
屋
完
成
・
事
務
所
を
移
転

　

去
る
令
和
５
年
９
月

15
日
（
日
）、
東
山
料
理

飲
食
業
組
合
の
新
事
務

所
が
完
成
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
た
。

　

昭
和
37
年
に
同
組
合

が
組
合
員
相
互
の
親
睦

と
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
購
入
し
た
建
物
で

あ
る
が
、
約
60
年
が
経

ち
、
老
朽
化
が
相
当
進

ん
だ
こ
と
か
ら
２
年
あ

ま
り
の
協
議
の
う
え
、

今
年
５
月
か
ら
新
築
工

事
を
開
始
し
て
い
た
。

　

新
社
屋
は
、「
約
12
ｍ

の
広
い
間
口
を
生
か
し
、

京
都
ら
し
い
風
情
の
左

官
壁
と
格
子
で
構
成
。

周
囲
に
圧
迫
感
を
与
え

ず
、
歴
史
的
町
並
み
と

調
和
す
る
設
計
」「
建
物

内
部
に
常
時
、
外
気
を

引
き
込
み
、
２
時
間
で

室
内
全
体
を
自
動
換
気

さ
れ
る
機
能
を
備
え
た

設
備
を
設
け
る
な
ど
衛

生
管
理
面
の
向
上
」「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
と
組
合
員
情
報

の
シ
ス
テ
ム
化
（
非
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）を
図
る
」「
会

議
の
際
に
会
議
室
壁
面

を
ス
ク
リ
ー
ン
と
し
て

利
用
し
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
常
時
使
用
で

き
る
構
造
」
な
ど
、
東

山
の
風
情
に
合
う
京
町

家
風
で
、
か
つ
規
模
や

内
容
に
応
じ
た
会
議
や

相
談
が
円
滑
に
出
来
る

建
物
と
し
た
。

　

今
年
11
月
早
々
に
新

社
屋
で
業
務
を
開
始
す

る
も
の
で
、
よ
り
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
快
適
な
空
間
の
中

で
迅
速
か
つ
的
確
に
業

務
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。

令
和
５
年
度 

全
青
連

愛
知
県
研
修
会
及
び
懇
親
会

　

去
る
令
和
５
年
９
月

26
日（
火
）、
27
日（
水
）の

両
日
、
全
青
連
・
愛
知

県
飲
食
生
活
衛
生
同
業

組
合
青
年
部
主
催
で
「
全

青
連
愛
知
県
研
修
会
及

び
懇
親
会
」
が
愛
知
県

豊
田
市
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
京
都
か
ら
は
、

青
年
部
よ
り
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

全
青
連
三
役
及
び
幹

事
計
19
名
が
参
加
し
、

全
飲
連
熊
本
県
大
会
報

告
・
来
年
度
石
川
県
全

国
大
会
案
内
・
全
青
連

40
周
年
福
岡
式
典
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
全
青

連
の
今
後
の
動
き
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
各
県
の

状
況
や
今
後
の
方
向
性

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
県
の
方
針
に
よ
り

運
営
の
形
も
異
な
り
、

取
り
組
み
な
ど
の
事
例

紹
介
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
京
都
で
の
青
年

部
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

懇
親
会
で
は
、
愛
知

県
生
活
衛
生
同
業
組
合

の
杉
山
博
康
理
事
長
、

豊
田
市
飲
食
業
組
合
の

神
谷
好
一
組
合
長
も
同

席
し
て
い
た
だ
き
、
個

別
で
も
各
県
の
事
例
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
熱

く
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
観
光
組
と

ゴ
ル
フ
組
に
分
か
れ
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

青
年
部
部
長 

中
谷
安
志

全
中
連 

第
54
回 

全
国
大
会
に
参
加

大
会
テ
ー
マ
の
意
義
を
実
感

　

去
る
令
和
５
年
10
月

16
日
（
月
）・
17
日
（
火
）

の
両
日
、
ホ
テ
ル
雅
叙

園
東
京
に
お
い
て
、
第

54
回
全
国
中
華
料
理
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
全
国
大
会
が
東
京
都

中
華
料
理
生
活
衛
生
同

業
組
合
主
管
で
、
２
０

０
名
を
越
え
る
参
加
者

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

初
日
の
10
月
16
日
に

訃
報

　

京
都
府
中
華
料
理
生

活
衛
生
同
業
組
合
元
理

事
長
、
京
都
府
料
理
飲

食
業
組
合
連
合
会
元
会

長
、
京
都
料
理
飲
食
業

国
民
健
康
保
険
組
合
元

理
事
長
、
お
よ
び
京
都

府
料
理
飲
食
業
福
祉
厚

生
事
業
協
会
元
理
事
長

の
宮
北
昭
夫
氏
が
去
る

10
月
７
日
享
年
86
歳
を

も
っ
て
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

尚
、
葬
儀
は
ご
親
族

で
一
切
を
済
ま
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

は
代
表
者
会
議
に
上
野

博
史
理
事
長
が
、
17
日

の
午
前
に
は
、
企
画
委

員
会
に
各
都
道
府
県
の

理
事
長
や
企
画
委
員
が

参
加
し
、
会
議
に
臨
み

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
開
会
式

典
で
は
東
京
都
中
華
料

理
生
活
衛
生
同
業
組
合

の
山
本
冨
司
安
理
事
長
、

全
中
連
の
光
森
幸
夫
会

長
ら
が
挨
拶
で
お
祝
い

や
激
励
を
述
べ
ら
れ
、

大
会
宣
言
や
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
中
華
料
理
の
伝

統
を
踏
ま
え
、
中
華
料

理
に
携
わ
る
先
人
た
ち

が
築
い
て
き
た
素
晴
ら

し
い
遺
産
を
継
承
し
つ

つ
、
新
た
な
分
野
を
切

り
開
く
礎
と
し
、
全
国

の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会

す
る
大
会
で
親
交
を
深

め
、
語
り
合
い
未
来
へ

と
繋
げ
る
た
め
の
契
機

と
し
よ
う
と
い
う
旨
が

力
強
く
述
べ
ら
れ
、
参

加
者
全
員
一
致
で
採
択

し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
中
華

料
理
の
回
転
テ
ー
プ
ル

発
祥
の
同
ホ
テ
ル
に
て
、

地
元
産
の
食
材
を
盛
り

込
ん
だ
お
も
て
な
し
の

料
理
を
囲
み
、
各
都
道

府
県
の
参
加
者
関
係
者

と
も
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
有
意
義
で
充
実
し

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
東

京
都
の
物
産
展
や
商
社

に
よ
る
近
代
化
店
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
大
会
に

参
加
し
て
、
改
め
て
大

会
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る

「
中
華
料
理
の
伝
統
を
、

素
晴
ら
し
い
遺
産
を
後

世
に
継
承
し
、
業
界
の

知
恵
と
力
を
結
集
し
て
、

将
来
へ
の
新
た
な
遺
産

を
作
っ
て
い
く
の
だ
、

と
い
う
気
概
を
持
っ
て

業
界
の
未
来
を
語
り
合

お
う
」
と
い
う
意
義
を

体
感
し
ま
し
た
。

副
理
事
長 

杉
山
公
和

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

１）前年度当該ブロック提案事項経過報告
２）本年度各組合提案事項について
３）クレジットカード手数料問題について
４）アフターコロナにおける金融問題について
５）健康増進法改正に向けた取り組み及び
　 地方自治体のたばこ規制の現状について
６）第61回全飲連石川県大会の開催概要について
７）全飲連事業への取り組みについて
８）その他・報告事項等

議
　
題

令
和
５
年
度
中
央
会
理
事
長
表
彰

横
山
由
数
氏
が
受
賞

　

令
和
５
年
度
、
中
央

会
理
事
長
表
彰
を
当
組

合
の
副
理
事
長
の
横
山

由
数
氏
（
亀
岡
）
が
受

賞
し
、
表
彰
式
が
10
月

20
日
（
金
）
に
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開

催
さ
れ
た
。

　

横
山
氏
は
永
年
に
わ

た
り
組
合
役
員
と
し
て

組
合
の
運
営
に
尽
力
し
、

現
在
は
当
組
合
の
副
理

事
長
と
し
て
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
る
。
ま
た
、
周

囲
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

亀
岡
料
飲
組
合
連
合
会

の
組
合
員
増
強
に
も
多

大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。
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２
０
２
４
年
に
向
け
て
等

今
月
の
お
知
ら
せ

　

11
月
30
日
に
、
全
て

の
組
合
員
の
皆
様
あ
て

に
、「
健
康
づ
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
２
０
２
４
」
に

加
え
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
「
柔
道
整
復
師
（
整

骨
院
・
接
骨
院
）
の
か

か
り
方
」「
第
三
者
行
為

で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に

新
た
な
宮
司
の
も
と

秋
の
恵
比
寿
祭
を
斎
行

　

去
る
令
和
５
年
10
月

19
日
午
後
２
時
よ
り
吉

田
神
社
の
末
社
で
あ
る

山
蔭
神
社
に
お
い
て
、

秋
の
例
祭
、
恵
比
須
祭

が
行
わ
れ
た
。
寺
田
紳

一
組
合
長
、
井
山
修
一

敬
神
会
副
会
長
を
始
め
、

各
組
合
員
、
関
係
者
ら

16
名
が
参
列
し
た
。
今

年
８
月
に
新
た
に
就
任

し
た
室
川
喜
幸
宮
司
が

斎
主
を
務
め
祝
詞
を
奏

上
、
続
い
て
各
員
が
玉

串
を
奉
っ
た
。

　

井
山
副
会
長
は
「
世

の
中
は
混
沌
と
し
て
い

る
が
、
日
本
で
は
お
陰

様
で
、
こ
の
ひ
と
と
き

を
晴
天
下
に
過
ご
せ
る

こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ

と
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
室
井
宮
司
は
「
秋

の
例
祭
で
こ
れ
ほ
ど
暑

い
日
は
初
め
て
か
も
し

れ
な
い
。
晴
天
は
大
変

あ
り
が
た
い
」
と
挨
拶

し
、「
恵
比
須
神
は
出
雲

の
国
譲
り
神
話
で
知
ら

れ
る
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の

弟
で
あ
り
、
事
始
め
、

言
葉
、
ま
た
商
い
の
神
」

と
説
明
し
、
来
年
に
恵

比
須
神
の
開
帳
を
検
討

し
て
い
る
と
し
た
。

秋
ら
し
く
爽
や
か
な
晴
天
の
下

時
代
祭
に
多
く
の
見
物
客

　

去
る
令
和
５
年
10
月

22
日
、
今
年
度
の
時
代

祭
が
行
わ
れ
た
。
青
く

澄
み
渡
る
晴
天
で
、
ま

た
気
温
も
20
℃
前
後
と

日
和
も
良
く
、
日
曜
日

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

多
く
の
見
物
客
が
京
都

御
苑
と
そ
の
界
隈
に
訪

京
料
理
展
示
大
会

特
設
食
堂
も
再
開
予
定

　

本
年
も
京
料
理
展
示

大
会
が
例
年
ど
お
り
、

来
る
12
月
13
日
（
水
）

と
14
日
（
木
）
の
両
日
、

京
都
市
勧
業
館
「
み
や

こ
め
っ
せ
」
に
て
開
催

さ
れ
る
。

　

折
詰
弁
当
の
販
売
や

京
料
理
教
室
、
各
花
街

の
芸
舞
妓
の
舞
な
ど
が

行
わ
れ
、
昨
年
は
見
送

ら
れ
た
蕎
麦
、
寿
司
、

コ
ー
ヒ
ー
、
軽
食
な
ど

を
提
供
す
る
特
設
食
堂

（
点
心
の
み
11
時
〜
14

時
）
も
復
活
す
る
予
定
。

れ
た
。

　

本
年
も
神
饌
講
社
と

し
て
寺
田
紳
一
組
合
長

を
は
じ
め
京
都
料
理
組

合
組
合
員
ら
総
勢
約
50

名
が
参
加
、
御
饌
長
、

副
御
饌
長
を
山
ば
な
平

八
茶
屋
の
園
部
晋
吾
氏
、

下
鴨 

福
助
の
安
念
尚
志

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
務
め
、

馬
上
の
人
と
な
っ
た
。

　

神
饌
講
社
は
午
前
10

時
頃
に
堺
町
御
門
か
ら

京
都
御
苑
に
入
り
、
建

礼
門
前
で
は
行
在
所
祭

が
行
わ
れ
御
鳳
輦
（
ご

ほ
う
れ
ん
・
祭
神
の
乗

る
御
輿
）
に
神
饌
を
奉

り
、
鷲
尾
隆
久
平
安
神

宮
宮
司
が
神
饌
を
奉
て

ん
、
御
饌
長
ら
も
玉
串

を
奉
り
、
同
組
合
の
年

間
三
大
行
事
の
ひ
と
つ

を
無
事
務
め
た
。

　

時
代
祭
は
明
治
28
年

に
平
安
神
宮
の
創
建
と

平
安
遷
都
１
１
０
０
年

を
記
念
し
て
始
ま
っ
た

京
都
三
大
祭
の
ひ
と
つ

と
し
て
知
ら
れ
る
平
安

神
宮
の
大
祭
で
あ
り
、

明
治
維
新
、
江
戸
、
安

土
桃
山
、
室
町
、
吉
野
、

鎌
倉
、
藤
原
、
延
暦
な

ど
の
各
時
代
の
装
束
に

身
を
包
ん
だ
平
安
講
社

（
京
都
市
全
域
の
市
民
か

ら
な
る
）
が
一
大
行
列

を
行
う
も
の
で
、
神
饌

講
社
は
そ
の
一
端
を
担

う
。

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
」「
マ
イ
ナ
保
険
証 

一
度
使
っ
て
み
ま
せ
ん

か
」、
そ
し
て
、「
加
入

資
格
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
！
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
ご
活
用
願

い
ま
す
。

ご
自
身
の
国
保
資
格
を

確
認
願
い
ま
す

「
加
入
資
格
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！
」で
、

　

料
飲
国
保
に
加
入
さ

れ
て
い
る
事
業
主
・
従

業
員
の
皆
様
を
対
象
に
、

「
加
入
資
格
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
！
」
を
送

付
し
ま
し
た
。
加
入
資

格
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

ご
自
身
や
ご
家
族
の
方

に
、
次
の
よ
う
な
変
更

が
あ
っ
た
時
は
「
速
や

か
な
届
出
」
が
必
要
で

す
。
各
所
属
組
合
に
連

絡
の
上
、
必
要
な
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
住
民
票
の
変
更
（
住

所
の
変
更
、
氏
名
の
変

更
、
家
族
の
方
の
転
入

や
転
出
等
）

◆
他
の
健
康
保
険
に

入
っ
た
と
き
、
辞
め
ら

れ
た
時

◆
所
得
金
額
や
住
民
税

額
の
変
更

上
半
期
の
中
間
決
算
ま
と
ま
る

〜
国
保
財
政
の
安
定
化
を
目
指
し
て
〜

　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

令
和
５
年
度
上
半
期
の

料
飲
国
保
組
合
の
中
間

決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
度
の
上
半
期

と
比
べ
て
、
歳
入
で
は
保

険
料
・
国
庫
支
出
金
が

増
加
し
、
歳
出
で
は
保

険
給
付
費（
医
療
費
等
）

が
約
13
％
減
少
し
て
、
歳

入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
差

引
残
額
は
１
億
４
２
１
６

万
１
千
円
と
約
30
％
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
以
降
の
下
半
期

は
保
険
料
の
更
新
に
よ

る
減
少
が
あ
る
一
方
、

保
険
給
付
費（
医
療
費

等
）
の
減
少
も
見
込
ん

で
お
り
、
辛
う
じ
て
収

支
が
均
衡
で
き
る
見
通

し
で
す
。

第467号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

令
和
４
年
に
比
べ
６
月
以
降

医
療
費
は
や
や
減
少

　

令
和
５
年
度
の
毎
月

の
医
療
費
支
払
状
況
は

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

４
月
と
５
月
の
支
払
は

１
億
円
を
超
え
た
も
の

の
、
被
保
険
者
数
の
減

少
も
あ
っ
て
、
上
半
期

（
４
月
〜
９
月
）
の
医
療

費
は
令
和
４
年
度
と
比

べ
て
、
約
13
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
以
降
の
下
半
期

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
や
引
き
続
く
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
も

あ
っ
て
、
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
そ
の
減

少
率
は
緩
や
か
な
も
の

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

医療費の支払状況（各年度別）億円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.4
1.2
1
0.8
0.6
0.4
0.2
0

R3年度 R4年度 R5年度
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歴
史
あ
る
組
合
に
ス
ム
ー
ス
な
世
代
交
代
を

ま
ず
は
「
組
合
を
認
識
し
て
も
ら
う
」
こ
と

　

昨
年
の
就
任
な
ん
で

す
が
、
清
水
理
事
長
か

ら
「
折
橋
く
ん
み
た
い

な
若
い
人
に
任
せ
た
い

ん
や
」
と
推
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
大
役
を

お
受
け
し
ま
し
た
。

　

当
店
は
も
と
も
と
「
大

衆
食
堂
だ
る
ま
」
と
い

う
名
前
で
、
昭
和
６
年

に
祖
父
が
創
業
し
た
店

で
す
。
そ
の
後
、
父
の

代
で
「
グ
リ
ル
七
番
館
」

に
な
っ
て
40
年
、
私
の

代
で
22
年
に
な
り
ま
す
。

　

創
業
時
は
ま
だ
戦
前

で
す
か
ら
、
京
都
駅
ま

わ
り
も
今
と
は
全
く
様

子
が
違
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
さ
す
が
に
そ

の
頃
の
記
憶
は
な
い
ん

で
す
が
、
飲
食
店
の
数

も
も
っ
と
も
っ
と
少
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

戦
後
は
進
駐
軍
な
ん
か

も
い
た
よ
う
で
、
そ
の

お
蔭
？
で
、
父
も
英
語

が
喋
れ
た
ん
で
す
ね
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て

洋
食
の
店
に
。「
七
番
館
」

の
「
七
」
は
、
目
の
前

の
七
条
通
に
ち
な
ん
だ

よ
う
で
す
。
意
外
と
簡

単
な
理
由
で
す
（
笑
）。

昭
和
30
年
代
の
後
半
で

す
か
ら
、
当
時
と
し
て

は
相
当
ハ
イ
カ
ラ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

市
電
が
走
っ
て
い
て
、

近
鉄
百
貨
店
が
い
わ
ゆ

る
昭
和
の
デ
パ
ー
ト
で
、

屋
上
に
遊
園
地
が
あ
っ

た
り
し
て
。
前
身
の
物

産
館
の
時
代
も
屋
上
に

遊
園
地
の
施
設
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

な
り
の
人
出
は
あ
っ
た

で
し
ょ
う
が
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
男
性
客
が

多
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た

ね
。

　

私
の
キ
ャ
リ
ア
は
、

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

と
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル

の
フ
レ
ン
チ
で
計
17
年

修
業
し
て
、
２
０
０
２

年
に
店
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
一
般
の
大
学
を

出
ま
し
た
の
で
、
最
初

の
職
場
で
は
専
門
学
校

卒
の
年
下
の
先
輩
に
呼

び
捨
て
に
さ
れ
ま
し
て

ね
。
そ
れ
が
悔
し
く
て

（
笑
）。「
こ
の
世
界
は
と

に
か
く
実
力
主
義
。
技

術
を
磨
い
た
者
が
勝
つ
」

と
。
４
年
も
経
た
ず
に

立
場
を
逆
転
し
て
や
り

ま
し
た
（
笑
）。
ま
ぁ
そ

れ
は
さ
て
お
き
、
基
本

を
み
っ
ち
り
や
っ
た
上

で
の
圧
倒
的
な
技
術
力
、

飲
食
店
で
は
な
に
よ
り

こ
れ
が
重
要
と
い
う
気

持
ち
は
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

飲
食
店
が
増
え
た
と

い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ

専
門
店
は
少
な
い
ん
で

す
ね
。
も
ち
ろ
ん
う
ど

ん
屋
さ
ん
と
か
、
焼
肉

店
は
あ
る
ん
で
す
が
、

で
は
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ

リ
ア
ン
の
専
門
高
級
店

が
あ
る
か
、
と
い
う
と

少
な
い
。

　

当
店
も
フ
レ
ン
チ

ベ
ー
ス
の
洋
食
を
謳
っ

て
い
ま
す
が
、
常
連
さ

ん
か
ら
は
「
な
ん
で
値

段
上
げ
へ
ん
の
？
」
と

良
く
聞
か
れ
ま
す
。
ラ

ン
チ
は
９
０
０
円
〜
で
、

こ
れ
は
土
地
柄
を
考
慮

し
て
の
こ
と
で
、
や
は

り
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ

Ｌ
さ
ん
が
増
え
ま
し
た

か
ら
ね
。
夜
の
ご
利
用

は
８
割
方
が
女
性
で
、

こ
れ
は
狙
い
ど
お
り
で

も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
ご
予
約
を
い
た
だ

け
れ
ば
渾
身
の
ソ
ー
ス

を
使
っ
た
ワ
ン
オ
フ
の

コ
ー
ス
も
ご
用
意
し
ま

す
。

　

た
だ
普
段
は
外
食
は

１
軒
で
済
ま
す
と
い
う

利
用
が
多
い
土
地
で
す
。

と
な
る
と
メ
ニ
ュ
ー
も

汎
用
性
を
持
っ
た
も
の

が
中
心
に
な
り
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
店
系
の
お
店

が
多
い
の
も
理
解
は
で

き
る
。
た
だ
、
組
合
員

を
増
強
す
る
と
な
る
と
、

チ
ェ
ー
ン
店
で
す
と
「
本

部
に
相
談
し
ま
す
」
と

な
り
ま
す
し
、
な
か
な

か
難
し
い
。

　

清
水
理
事
長
の
代
に

な
っ
て
、
組
合
運
営
も

旧
来
の
や
り
方
を
廃
し

て
刷
新
は
進
ん
で
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。

月
に
一
度
の
会
合
で
、

少
し
ず
つ
前
進
さ
せ
て

い
る
と
い
う
感
じ
。
理

事
長
も
各
店
を
マ
メ
に

訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
歴

史
の
あ
る
組
合
で
も
あ

る
の
で
年
配
の
組
合
員

さ
ん
も
多
く
て
、
代
替

わ
り
さ
れ
て
い
て
も
「
組

合
に
入
っ
て
る
ん
や
で
」

と
い
う
引
き
継
ぎ
が
充

分
で
な
い
お
店
も
あ
る

ん
で
す
ね
。
当
代
が
「
組

合
の
こ
と
知
ら
ん
か
っ

た
」
と
い
う
よ
う
な
。

に
聞
き
ま
し
た

七
条
料
理
飲
食
業
組
合
　
副
理
事
長
　
折
橋
正
明

お
り  

は
し 

ま
さ 

あ
き

と
に
も
か
く
に
も
、
京
都
の
玄
関
口
で
あ
る
京
都
タ
ー
ミ
ナ
ル
。

そ
の
ほ
ど
近
く
に
、
時
は
戦
前
、
昭
和
６
年
か
ら
業
態
を
変
え
な
が
ら
続
く
、

界
隈
の
栄
枯
盛
衰
を
見
守
っ
て
き
た
、
生
き
字
引
的
な
店
で
も
あ
る
。

当
代
は
料
理
に
関
し
て
ス
ト
イ
ッ
ク
に
、
確
か
な
技
術
力
の
必
要
性
を
信
じ
る
。

厳
し
い
修
業
も
経
験
し
な
が
ら
駆
け
抜
け
て
き
た
、
自
ら
選
ん
だ
フ
レ
ン
チ
道
。

そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
武
器
に
、
新
生
な
っ
た
組
合
の
運
営
に
向
き
合
い
は
じ
め
た
。

京
都
市
下
京
区
七
条
通
烏
丸
東
入
ル
真
苧
屋
町
２
１
０

☎
０
７
５（
３
７
１
）７
３
２
１

11
時
〜
14
時（
Ｌ
・
Ｏ
・
13
時
30
分
） 

17
時
〜
22
時（
Ｌ
・
Ｏ
・
21
時
）

レ
ス
ト
ラ
ン
七
番
館（
レ
ス
ト
ラ
ン
な
な
ば
ん
か
ん
）

有
名
ホ
テ
ル
で
の
17
年
の
修
業
経
験
を
生
か
し
、
フ
レ
ン

チ
の
技
術
を
存
分
に
盛
り
込
ん
だ
洋
食
を
軸
に
提
供
す
る
。

「
好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
」
の
思
い
で
、
老
若
男
女
に

寄
り
添
う
と
い
う
姿
勢
の
、
京
都
駅
ま
わ
り
き
っ
て
の
老

舗
で
あ
り
名
店
。ア
ラ
カ
ル
ト
メ
ニ
ュ
ー
は
50
種
を
越
え
、

ラ
ン
チ
は
９
０
０
円
〜
１
０
０
０
円
台
の
廉
価
で
提
供
、

コ
ー
ス
料
理
も
３
４
１
０
円
〜
と
い
う
設
定
で
、
そ
の
ど

れ
も
に
、
確
た
る
本
格
フ
レ
ン
チ
が
ベ
ー
ス
と
し
て
あ
る
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
七
番
館
」
と
な
っ
て
、
今
年
の
春
に
21
周
年

を
迎
え
た
。

細
か
い
話
を
す
る
と
、

そ
う
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
ん
で
す
。

　

大
正
10
年
の
創
立
な

の
で
、
実
は
１
０
０
周

年
を
迎
え
て
い
る
ん
で

す
。
記
念
式
典
や
祝
賀

会
を
是
非
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

ご
年
配
の
組
合
員
さ
ん

に
仕
切
り
を
お
願
い
す

る
の
も
気
の
毒
で
す
し
、

会
費
制
で
も
何
で
も
、

我
々
が
調
整
し
て
や
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
に
も
か
く
に
も
、

ま
ず
は
ス
ム
ー
ス
な
世

代
交
代
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
組

合
に
つ
い
て
ま
ず
は
認

識
し
て
い
た
だ
く
、
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

地
道
に
や
る
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡崎ともえ（おかざきともえ）
京都市左京区岡崎北御所町33
TEL.075（761）0538

樫本　大賀

小
中
高
大
と
野
球
一
筋
で
す

　
　
名
前
も
球
団
名
に
ち
な
み
ま
す Kashimoto  Taiga

＼ ／

大学卒業時には、一般企業の内定が決まっていた。
ところが急転直下、家業に就くと決断してからデ
ビューまでが1週間という、かなりのレアケース。「当然、
何も知らなさ過ぎて、『庖丁ってこんなにあるの!?』と
（笑）」。「やりたいことより、やるべきことをやれ」と
いう父の教えや厳しさにも納得しつつ、配達時に「あ
りがとう」と言われる新鮮な感動を噛みしめている。

10 代の若者から教わる
「いただきます」の真意

取材協力：京都府立須知高等学校 食品科学科
船井郡京丹波町豊田下川原 166-1　☎0771（82）1171

アイスクリーム90
㎖（バニラ／120円・
丹波栗・黒豆きな
粉・抹茶／各150円
の4種）と写真左奥
のヨーグルト（80円
／90g）。わずかに
増粘剤や香料を含
むが、保存料などの
ケミカルは基本的
に未使用

秋らしく丹波栗のアイス4分の3ぐらいを薄くスライスしたカステラでく
るみ、軽く衣を付けて180℃でサッと揚げたアイスクリームの天ぷらに
してみた。原価は200円弱。「生徒たちはまさか料理になるとは思って
ないと思います（笑）」

京丹波のアイスクリーム・
ヨーグルト

　京都府須知高等学校。旧名は京都府農牧学校。明治9年創設
という歴史を持ち、日本三大農業教育発祥地のひとつとされる。
今回紹介するのは同校の食品科学科で学ぶ60名の生徒たちが作
る商品だ。平成初期から加工品に力を入れ、定期的に生産してい
るのが写真のアイスクリームやヨーグルトで、他にハムやソーセー
ジなども作っている。生産された商品は「丹波マーケス」や「京丹波 
味夢の里」などの道の駅や、JR山陰線胡麻駅にある「郷の駅 胡麻
屋」で販売されている他、イベントや介護施設等からも需要がある
という。「市場に出れば、大手さんの商品と同じラインに並びます。
衛生管理の重責を感じて欲しい」と同校の安田隆利先生。営利目
的ではないため低価格。「売れてしまうと民業圧迫になるのでもど
かしいですが」。今回、特別に校内を取材させていただいたのだが、
その設備たるや中小規模の食品加工会社並みの実に立派なもの
だ。加工設備はもとより、豚の枝肉であれば部位分けから加工ま
で行えるラインや、生きた鶏を挽く設備まである。飲食業者でも見
る機会が少ない食肉処理の現場でもあるのだ。味や質はもちろん
だが、我々が最も熟知し、伝えるべき食育の根幹「いただきます」
の意味。「生命をいただく」。その最前線にいるミドルティーンの若
者たちから、教わることは多い。

京  都  料  理  飲  食  新  聞２０２３年（令和５年）１１月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３６３号 （４）


